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融池に，これにくらべ非常に高いZn ， Mg などの存在することが深溶込みに大きな影響をあたえるこ
とを指摘した。第 2 章では7075合金の板材について，電子ビーム溶接部の品質，熱影響と溶接条件の
関係を検討して，良好な結果の得られる溶接条件の範囲を把握し，かっそのすぐれた静的強度を明ら
かにした。 また第 3 章では溶接部の靭性は母材と同等以上であることを切欠靭性試験などにより明
らかとした。第 4 章では2000系合金について同様な検討を行い，広い範囲にわたって良好な継手が得
られることを示した。第 5 章では厚板材の溶接をとりあげ，特に問題の多い 7075合金について検討し
て，主要な欠陥は溶融部のコールドシャットおよびボンド熱影響部側の素材フローに沿う高温割れで




















くらべ深溶込み特性が著しく，その溶込み現象は熱伝導論的諸定数のほかに合金成分中のZn ， Mg な
ど蒸発しやすい元素に大きな影響をうけることを詳細に明示し，この種材料の特異な溶込み特性を解
明している。
つぎに溶接条件と品質との関係を究明することにより適正条件の領域を明らかにし，かっその強度
特性，すなわち幅のせまい共金溶接によってもたらされる優れた強度と母材を上まわる切欠靭性値に
よりこの種継手が実用に耐えうることを立証している。
さらに溶接上問題の多い厚板への適用にたいし，欠陥の発生条件を明確にするとともに，下向き以
外の姿勢が可能であり，特に水平に近い方向からビームを照射する利点も指適している。
最後に実用例にあわせ耐食性，耐応力腐食性，疲労強度につき検討し，信頼性とその限界を示して
いる。
以上のように本論文は従来溶融溶接が不可能視されてきた高力アルミニウム合金にたいして，電子
ビーム溶接法の有効性を明らかにしたものであって，この種材料への新しい溶接技術の展開において
重要な貢献を与えるものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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